



























経緯」, 「障事の説明」, 「陣容の理解」、 「障害があるとわかってからの心の変化」, 「障事が
あるとわかってからの行動の変化」, 「男達期待」、 「療育の探求」, 「養育-の感情」、 「将来
の見通し」, 「きょうだいとの関わり」、 r仕事」、 「周囲との関わり」、 r父親・母親相互ある
いは祖父母との関わり」という13の中カテゴリーが抽出された。世間観に関する3つの
六カテゴリーからは、 「世間の人の定義」、 r障寄存在の開放性」、 「障害存在の閉鎖性」、 「世
間からの好意」、 「世間からの奇怪な目」という5つの中カテゴリーが抽出された。
[考察】父親・母親はお互いを、理解できていないことも多かったが、お互いに、自分の
感情に影響を受けていることがわかった。父親が母親に求めるサポートは明らかにされな
かったが、母親たちは、父親との対話を強(望み、より一層の情緒的サポートを求めてい
'た。一方、祖父母からは手段的サポートを受けており、母親は、障害児の母親であるとい
う自分自身を受け入れ、自分と障害をもつ子どもを肯定的に捉える過租で、特に父方の祖
父母から大きな影響を受けているとわかった。
母親は、・凹潤の人々を日常生活圏に属する人々の集団と捉え、その他の人々については、
特別な思いをもっていないということが明らかになった。
.`【総括】陣容児をもつ父親・周:親は、お互いに彪轡を受けたり、サポートを求めたりして
いるが、相互理解は十分できていないことが多かった。今回の調査は、 5組の父母の聞き
取り調査であったため、障害児をもつ家族の全体像の把握までには至っていない。今後は、
・障害児をもつ父親.母親が相互理解を深めるような働きかけのた削こ、対象数を増やし、
家族形態を考慮した継続的な調査が必要であると考える。
(備考) 1.研究の目的・方法・結果・考察
2. ※印の欄には記入しないこと。
総括の順に記載すること(1200宇以内)
